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1.序
ア リュー ト(ア レウ ト,自 称Unangan1))民 族 は,火 山性 の島々に居住 し,
その島 は,極 めて起伏 の多い内陸 と崖 の多い海岸線か ら成 って いる。 島のわず
かな平地には,漿 果の茂み と草 が生え る湿地が あるのみで,山 や平地 に高木 は
一 本 もない。従 って樹木 の利用 は,海 岸 に漂着す る流木 に頼 らざるを得な い。
気候 は比較的温 暖で,夏 と冬 の気温差 は太平洋側 の暖流 のためア ラスカ大陸に
比べ ると小 さい。 しか し,そ の暖流 のために夏 は霧 と雨 に悩 まされ,冬 は強風
で海が荒れ易 く体感温度 もか な り低下す る。
このような準極地 的 自然環境 の もとで,ア リュー トは,そ の環境 に極 めて高度
の適応を遂げた民族 と言われ る2㌔ 環境へ の文化の高 い適応例 は,ア リュー ト
伝統 の生業活動の様 々な面 に窺 え る。 陸上 では数種 の狐 を(ア ラスカ半 島とウ
ニマ ク島では,ト ナ カイや熊 の大 型哺 乳類 も)狩 猟 し,漿 果 と野草を採集 し食
糧とし,草 か ら精巧なバスケッ トを作った。 夏 と冬 の渡 り鳥の肉と卵 を賞味 し,
羽毛や 皮を衣服に仕 立てた。河 川では,鮭 や鱒が夏か ら秋 にか けて時 を違えて
遡上 す るのを捕え,乾 燥 し越冬 用食糧 とした(図 版1)。 また 海岸 か らは,海
草や貝を採集 し,沖 合では,オ ヒョウや鱈 などを釣 って乾燥 し食糧 の少 ない冬
に備え た(図 版2)。 これ らの生業 にも増 して海か ら得 られ る資源 の利 用,特
に海獣猟が最 も重要であ る。 この海獣猟を始め とす る海 とい う環 境へ の適応が
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1)ア リュート語の表記は二言語教育で用いられている正書法を使用する。t,ch〔t∫〕,
k,q,d〔6〕,s,z,x,g〔 γ〕,玄〔X〕,き〔猛〕,hm,m,hn,n,hng,ng,h1,1,
hw,w,hy,y,i,u,a。hm,hn,hng,hl,hw,hyはそれぞれm,n,ng,1,
w,yの 気息音化した音素を表わす。
2)極 地への適応についてLaughhn&Aigner1975を参照。
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アリュー トの人口を増加させ(白 人 と接触を開始 した頃,人 口は約15,000人 と
推定されている),定 住生活を可能に したと思われる。
ア リュー トの食生活においては,海 獣と魚類(海 表1ア リュートの食物
水産 と淡水産を含め)に 依 存す る割 合が高 い。
Laughlin(1980:p.49)の ウムナ ク島のデータ
,によると(表1参 照)海 獣が30%,魚 類が30%で 合計
60%に なる。魚類が海水産のものを含んでいる事 と
食生活以外の利用面も考慮に入れると,海 産物への
依存度は更に大きくなる。海獣の非食部分の骨は,
鈷や釣針 ・鈎に加工され,腱 は糸や綱に使われ,皮Laughlin(1980:P49)
は衣服 ・皮舟に,油 は灯明 ・調味料に,内 臓器官は,猟 衣 ・長靴(図 版3)・
容器として利用された。道具 ・技術の面でも,皮 舟と離頭鈷(6節 で詳説される)
の精巧さと狩猟の正確さが不幸にもロシア占領時代の毛皮獣捕獲に利用された
事実がある。また口頭伝承の素材 として海が舞台となり海獣が登場することが
多く,海 と海獣猟の禁忌がいくっか残存 していることか ら精神面でも海獣猟は
アリュー ト文化にとって重要な要素であったと思われる。
以上述べたようにア リュー トの生活を知る上で,生 業活動の中心である海獣
猟を,環 境への適応,道 具 と技術,知 識 と教育 ・信仰 ・社会組織との関連から
把握することがア リュー トの民族誌研究に必要不可欠である。この目的を果た
すために,海 獣猟の実際的活動を調べると共に,海 獣の分類,自 然環境観 海
獣に関する信仰,海 獣の形態 ・生態の知識,道 具と技術の知識伝達,狩 猟者の
社会組織の面にも注意を払う方法をとった。また,上 記の諸点を言語の面と結
びつけ,道 具 ・技術や海獣の名称はもちろんミ活動を表わす語彙を採集 した。
即ち,活 動の実際を探る民族誌的アプローチと語彙構造を探る(動 植物か ら親
族名称などの社会組織まで様々な藷彙分野についての民族分類をとらえる)言
語学的アプローチをとった。 この意味で,こ こにとった方法は言語人類学的ア
プローチと言える。
食品名 利用度
海 獣 30%
魚 類 30%
鳥 と 卵 20%
無脊椎動物 15%
植 物 5%以 下
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2.島 民の生活 とイ ンフ ォー マ ン トにつ い て
以下に扱われてい る狩猟活 動 と語彙の資料は,1981年 と1982年3)の 現地調査
によ って情報提供者であ る3人 の古老か ら得た ものを中心 としている。
調査地 は,東 は,ウ ニマ ク島,西 は,ダ ッチハ ーバーのあ るウナ ラスカ島に
挾まれ たクレニ ッィン諸島の主島ア クタン島(図 版4)で,村 は,島 の東方 ア
クタン湾 に面 して東西に長 く延びてい る。 戸数17戸,人 口約65名 である。情報
を提供 して くれた古老の3人 は,い ずれ もこの島で生 まれ育 った人 々で,最 長
老の ビル老人 は,1904年 生まれ,先 代の村長であ った。 故ルー ク老人 は,1908
年生 まれで1982年5月 に没す るまで村長を務めた。 ラ リー老人 は,1915年 生 ま
れで,調 査時 も元気に漁携に従事 してい た。
図版4ア クタン島概略図
Q 千
プクタン補
アクタン湾
3)1982年 の調査は,文 部省科学研究費補助金(海 外学術調査)を 得た 「西南アラスカ ・
エスキモーの人類学的調査」(代 表者北海道大学文学部教授岡田宏明)の 分担者 と
して行なわれたものである。
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ルーク老人 が母 か ら伝 え聞 いた話 と して,母 の父(即 ちルー ク老人 の祖父)
たちが 同 じクレニツィ ン諸島 中の小島 アバ タナ クか ら移住 して現在のア クタン
村 を作 った と伝 えて いる。現在 この村 の公用掲示板の下 に,ロ シァ正教教会 の
文書で調べ たという日付,1878年9月12日 を村立記念 日とす る旨を誌 して ある。
村の名称,Akutanは,ア リュー ト語でAkutan盛 と言 い,も とは太 平洋
側寄 りにある火 山の名称だ ったが,そ れが島の名,村 の名にな った と言 う。 こ
れ は,akuntanaえ が語源で 「海上か ら見て高 くな って いる陸地」 を意味す る
のだ とビル老人 は説 明 して い る。
ア リュー ト民族の 自称 は,総 称 的にUnangan(複 数形)だ が,ア ク タ ン島
民の部族名 は,Qigiigun(ビ ル老人 は,「 草qiig謡 の多 い所 の人 」 と解 釈 し
てい る)と 言い,古 くは,ク レニツ ィン諸 島全体 の部族名で あった らしい。近
隣の ウニマ ク島民Unimgin,ウ ナ ラス カ島民Qawalanginと 異 な る部 族で
言葉 もア トカ 島のNiiguginや ア ッッ島∫DSasxinan程 で は な い が異 な っ
て いると言 う。
村 の歴史 および,伝 統文化 の変容 にお いて重 要 な事件 は,表2に 示 され て
いるよ うに,戦 前 の1924年 か ら1939年 頃 に起 きて い る。 この間 に生活 様式 に
大 きな変化 があった。特 に伝統的 な半 地下 住 居 の 「土 の家」(原 語 でchiqim
ulagnaa)か ら板張 りの家に変 わった点 である。 その後,皮 舟 と錆 によ る海獣
猟 もみ られな くな り,夏 か ら秋 にかけて集 団で近隣 の島,ア クン島に行 って行
なった鮭 漁 も戦後段 々 と行 なわれな くなった と言 う。
情報提供者の老人 達は,青 年期に,伝 統 の海 獣猟 ・漁 携を体験 して おり,そ
表2文 化変容の重要年代(ア クタン島)
年代 生 活 変 化
1924年 頃 灯油ランプ(そ れ以前は,海 獣油と石ランプ)か ら電灯に変わった。
1925年 頃'半地下式 「土の家」が7軒,そ の後減り始めた。
1927年 頃 河から水を汲み,置 き水を用いていたが,水 道になった。
1932年 頃 最後の 「土の家」が板張りの家になった。
1939年 頃 1912年 頃から本格的営業をしていた捕鯨基地が閉鎖された。
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の記憶を今 も伝え得る最後の人達と言えそうだ。以下に扱われる海獣猟活動 と
語彙は,断 わりのない限りこれらの老人達から得たもので,必 要な情報の不足
している時は,他 の島の調査資料4}を 引用する。
3.生 業 活動 語彙
生業活動 を表わす名称は,い くつかあ るが主要 活動 である狩猟 と漁携 に関わ
る語彙は,表3の ようにな る。 これ らの名称にみ られ る接尾 辞 一naa9一 は 「～
を得 る」 の意味で,ikla-naa9-「 薪を さがす」 な どに も使われ る。
漁掛活動 のqigda一 は,川 で行 な う鮭 な どのひ っか け鈎 漁 で あ り,道 具で
ある鈎 もその動詞 と同形のqigd櫨 であ る。imga9一 は,沖 合で行 な うオ ヒョ
ウ ・鱈 な どの釣 糸を用 いて 行 な う漁 で,道 具 の 釣 糸 をimgaξi父 と言 う。
kudmachi一 は,河 口や沖で鮭などを捕 る網漁で 「魚網」をkudmachiえ と言 う。
この よ うに,漁 携 は,道 具の違 い,即 ち漁法の違いで分類 され る。
一方 ,狩 猟 は,海 獣猟 と陸獣猟の区別な くmayaag一 とalga-naag一 を使え
表3漁 携 ・狩猟語彙
上 位 概 念 下 位 概 念
動 詞 活 動 動 詞 活 動
qigda一 「鈎 漁」
西
qa-naag一 「漁榜」 imga9一 「沖釣漁」
kudmaci一 「網 漁」
ala-naa9一 「捕 鯨」
alga-naa9一
「狩猟」 chngatu-naa9一 「ラ ツ コ猟 」
isug-naa9一 「アザラシ猟」ら
mayaag一
etc.
4)ウ ナ ラ ス カ 島 の 資 料 は,Veniaminovl840及び1846(Geoghegan1944)と
Gromoff1975。 ウ ム ナ ク 島 の 資 料 は,Langhlin1980。ア トカ 島 の 資 料 は,
Bergsland1980及 び1981。
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」
る。 後者の語中の語幹alga一 は,そ もそ も海獣 と陸獣の区 別が な く広 く哺 乳
類を指 して使われ る。 区別す るとす れば,分 析的 ・記述 的に 「海 の獣」alagum
algaaと 「陸の獣ltanamalgaaと 表現す る。海生哺乳類 の中で も鯨は,他 の
海獣の トド,ア ザ ラシ,オ ッ トセイ,ラ ッコと区別 され,総 称語al謡 の下位
区分 として座頭鯨,號,イ ルカな どを含 んでいる(5節 参照)。
生業活動者を表わす名称に も興味あ る点が指摘 できる。 漁携 では,qigda-na-
n「 鈎漁師」(-na一 は,動 詞 に接尾 して活動者 を示す)が あ るが,他 の漁法 で
,活動者を示す語は,臨 時 に言われ ることが あるとして も一 般的ではないよ うだ。
狩猟者は,alganaag-na-nま たは,mayaag-na-nと 言い,共 に陸獣に も海獣 に
も使 う。 海獣猟 の猟 師 は,alganaa含 一na-nと 言 うが,捕 鯨 者 は,特 にalana.
a9-na-nと 言われ る。 また,狩 猟者 の うち,特 に専従的 にその活動 に従事 し,
優秀 な狩猟者 は,-snika-「 いつ も従事す る」 を後置 してmayaa含na-snika-n,
alanaagna-snika-nと 呼ばれ る。 これ ら二語 も極 めて定着性 の高い語であ る。
特 に捕鯨者 を区別す る名称があ るの は,鯨 の捕獲は,危 険 も大 きいが(狩 猟期
も冬 で,回 収が いっ も可能 とは限 らず,他 島への寄 り鯨 になることもあ る),
捕獲 した時に食糧 ・材料 と して利用で きる部分 も大 きい という事実に関係 があ
るのではないか と思 われる。
4.自 然環 境の 語彙
海獣猟 に関わ る自然環境 となる と,そ の範囲 は広 く,波 や潮流,岩 礁や海浜
地形,気 象や天体まで関わ ることにな る。 ここでは,時 間 と空間の語彙 と して,
暦 と方位 ・風 を中心 に見てみ る。
4.1.ア リュー トの民 間暦
民間暦 は,1年 を季節 に分 け,更 に月 に分 けて いる。週 は,ロ シア語Heπe朋
か らの借 用語,nidi1塗 を用い,ア リュー ト語伝来 の語 は ない。 年は,表4に
あるようにsl雌 であ る。季節 に相 当す る語はないと思われ る。月 は,tugid欲
で,天 体の月 と同一 の語であ る。
季節の名称を表4で 見 ると,「 秋」 と 「春」 の名 称 に共通 の接 尾辞 一kinga
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表4年 ・季節を表わす語彙
季 節 名 関 連 動 詞
年 sluまうる う年slumqaaa「 高 い 年 」 slu-「 ヱ年 を 過 ご す 」
夏 saaqudgi最/slu宜 saaqudgi-「 夏 を過 ごす 」/slu-「夏 を 過 ごす 」
秋 saaqudikinga/kiimadgi最
一
冬 '.Aqang1X qanag-「 冬 を 過 ごす 」
春 qanikinga
「～ の後半」が あり,「 秋」 は,「 夏の後半↓ 「春」は 「冬 の後 半」 で あ る。 こ
こか ら,ア リュー トの民間暦 では,1年 を 「夏 の季節」 と 「冬 の季節」 に二 分
して把握 してい るのではないか と判 断され筍。「秋」 を表 わす も う一 っ の名称
のkiimadg盒 は,後 に述べ る月1の名称か らの転用か と思われ る。 更 に,名 詞
の季節名 を動詞 として用い る場 合があ り,こ の場合,「 夏」 と 「冬」 か ら派生
した名詞であ る 「秋」 と 「春」 には動詞形が ない。表現す るとすれば 「～ を過
ごす」 という動詞ag一 を用 いな けれ ばな らない。 この点 か らも,ア リュー ト
の季節 は,夏 と冬の二 分法が基 本だ と思 われ る。
次 に,表4で 「年」 を どう考えていたかを見 ると,s1雌 が 「年」 も 「夏」
も意味す る。 この事は,「 年」 を 「夏」 で数えたのでは な いか と推 測 させる。
た だ し,別 の 方 言 で あ るア トカ方 言(Bergsland1980)では,「 冬 」 の
qan'giえ5)も 「年」 を意味 して使われ るとい う。 このア トカ方言で は,「 夏」 と
「冬」 を数 えて1年 としたの で あ ろうか と思 う。
幽ユ年を12の 月 に分け た暦は
,、ア クタ ン島 か らの資料 と して得 られ なか った
(現 在 は,ロ シア語の借用語 を用 いて いる)。Veniaminov(1840,1846)から,
ウナ ラスカ島の月 の名称をま とめたのが表5で あ る。
Cope(1919:p.139～143)は,北アメ リカの民 間暦 を 分類 し,自 然 現 象
のみ に言及 した ものを記述的(descriptive)分 類 法,夏 至 ま たは冬 至を暦 に
5)こ のqan'g塗 のアポストロフィは,ng〔o〕 との混同を避けるために用いられた正
書法上の規則であり,n'gはnとgと いう子音の連続であることを示 している。
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表5ア リュー トの民間暦
月 名 称 意 味 捕 足 説 明
1月 tugidi塘amaq 主要な月 厳寒。
2月 anu1含iliq 海鵜を捕る月 海鵜を網で捕る。
3月 kaduugi衰qis婁gunaq/ulamllanqaglq
皮革食べる先の月/家
の申で食べる月
昼が夜より長 くなる。夜,
火を燃やすのをやめる。
4月 agaluugi父(藝 夢agunaq/,sadaganqagユq
皮革食べる後の月/家
の外で食べる月
夏 鳥 ・海 獣(ト ド,オ ッ
トセ イ)が 移動 して 来 る 。
5月 ichich文ux/chigumtugidaa 花の.(咲 く)月
草が生え出す。 トド,雄
のオットセイの狩猟。
6月 chagaligimtugidaa鳥・海獣が子を産む月
7月 sadigna孤tugidaa 海獣が母乳で太っている月
鳥のひなが現われる。海
獣の仔が活動始める。
8月 ugnamtugidaa 海獣がやせる月 草が しおれる。ひな鳥が飛び立つ。
9月 chngulinltugidaa海獣の毛,鳥 の羽が落ちて毛変 りする月
10月 kiimadgimtugidaaオットセイ狩 りの月 オ ットセイが北か ら移動して来る。
11月 kiimadgimkangintugidaa 狩猟の後の月
12月
暫
aga1ξaluq アザラシを囮を使って捕獲する月
組み込み名称 として いるものを天文的(astronomical)分 類法,自 然現 象の他
に序数 詞を用 いる ものを数 による(numeral)分 類法 と3っ の類 型に分 けて い
る。Cope(1919:p.153)は,Veniaminovの資料 に基 づ ぎア リュ ー ト暦 を
「数によ る類型」 と して いる6)。 これは,年 初めの 「1月 」の名称が,tugidi一
6)3月 の 名 称 をVeniaminov(1840)のHRAF英 訳(p.257)とCope
(1919:p.153)で 「kaduug愉 または,qisagunaq」 と して い る の は,kaduug派
qisagunaqと ま と ま った 語 句 と思 わ れ る。kaduu含 愉 は,次 の4月 の 名 称 に あ る
agaluuξ 挽 と対 を な して,「 前 の 」 「後 の」 と そ れ ぞ れ 用 い られ る か らで あ る。
Gromoff(1975:p.19)を参 照 。
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igamaq「 主要な月」 で,記 述的名称ではな く,「 主要 な」 を順位 を示す と考 え
たか らである。 しか し,「1月 」 を数 による名称,「3月 」 と 「4月 」,「10月 」
と 「11月」 を数的名称の関係 にあ るとして も,月 の名称 に記述 され た自然現象
に海獣 と鳥 に関す る言及 の多 いことは注 目に値 す る。
6月 か ら12月 まで は,海 獣(と 一部 には,鳥)の 繁殖 期,出 産,養 育,毛 変
り,狩 猟期を記述 している。狩猟者 と して観察 した結果であ り,こ れ らの名称
の存在 が,狩 猟 の知識 を伝承す る役割 も担 って いた と思われ る。現代 の生物学
者の記述によると 「トドは,5月 上旬に繁殖期が始ま り,6月 下 旬に出産の ピー
クを迎え,7月 中旬で養育 を終え,雌 獣 と幼獣は,雄 獣のテ リ トリーを離れ る。
冬にな るとア リュー シャン列 島の海峡 ・湾 に避難す るか,更 に南西 アラスカ海
岸 を南下 す る」(Rearden1981:p.55～p.56)と言 う。 この記 述 に照 ら
して も狩猟者の観察 は,が な り正確 な ものであった。
更 にGromoff(1975:p.19)の同 じウナ ラスカの暦 には,鮭 の名称 による
月の名,「7月 」aanumtugidaa「 紅鮭 の月」 が見 られ る。Bergsland(1980)
のア トカ方言 の暦 には,「11月 」kyumtugidaa「 ム ラサキ貝の月」 という海産
の貝類 に言及 した月の名称があ る。
4.2.風 と方 位 の名称
日本語 の方位 は,基 本的 に東西南北の四方体系であ る。 また,風 の名称 は,
方位 の別 によ り北風,南 風 などと区別す る。 しか し,日 本各地の漁村では この
方位 に依 らない風 の名称が使わ れて いる。 シモカゼ(北 東風),ヤ マ セ(南 東
風),ピ カタ(南 西風),タ マ カ ゼ(北 西風)な どで あ る。
ア リュー トの方位 は,風 の名称 と関係 が深 く,方 位 と風を分 けて考え るのは
難 しい。 表6は,左 欄に ア クタ ンの風 の名 称,右 欄 にBergsland(1981=p.
43)に よるア トカの方位名称 を掲 げた。ア クタンの風の名称にあ るaxt誠 は,
「通過す る」 の意味で,こ の語 を取 り除 くと方位名称 として 用い るこ とがで き
る。 ア トカ方言 も同様 に,N,E,S,Wな どの方位名称 にsl嘘r風 」 を加 え,
そのままで,風 の名称 になる。
ア クタ ン島の風 ・方 位 名称 の う ち,NとNEは,qiga一 とい う語幹 か ら
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表6方 位 ・風の名称
言名
方 位 アクタン(風の名) ア トカ(方 位名)
N qigaadi衰 chugumhadaa
NE ・AqlgaaganaXtaX qigaadi父
E qagaadaanaxtaま qagaahadaa
SE numadaana)とta量 唖Aqagayg1X
S agaagila窯 namhadaa
SW acha含u窯 naangatXU雲
W naadaanaxtaま naahadaa
NW chugumadaanaxta皇 sadagu最
の派生である。従 ってqiga-,qaga-,nu-,aga-,・acha-,'na-,chugu一の7
っの語幹が基本 とな ってい る。 この うち,acha一 以外は,「 こ ・そ ・あ」 の 体
系 のように空間的位置を示す 「指示詞」 の類 で専 ら,方 位 ・風 向を指す働 きが
ある。acha一 は,「 上 ・下 ・内 ・外」 のよ うな相 対 的位 置を 示す 「位 置詞」 の
類で あ り,「 外 」 の意味 で あ る7)。
ア リュー トの方位 は,ア クタ ンの資料 か ら見 る と,少 な くとも,東 西南北の
四方位よりも多いと言 える。 この方位区分の多 さと風 と密 接な関係 のある点 は,
海獣猟や沖合漁掛が風 に影 響 され易 く,列 島は風向が変わ りやす く,風 向 きに幽
よって気象や海上の波の状態 を知 る必要があ った ことと関係があ ると思われ る。
ビル老人 は,東 と北東風は,霧 を もって くる と言 って いる。 ビル老人の父 は,
悔 に出 る朝,早 く起きて外 に出て,風 向 きで天気 を予想 し,潮 の干 満の時間を
心得 た猟師であ った と言 う。
7>ア トカ方言のNWsada一 も 「外」の意味で,他 の名称の語幹 と異なり,位 置詞
類に属している。指示詞も位置詞もアリュー ト語の語彙の中で数 も多く複雑な体系
をもっている。指示詞については,Bergsland(1973)が 詳しく論じている。
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4.3.地 形 と地名
地形(山,川,海 浜,海 上)語 彙と地名(Bergsland1959参 照)も 海獣猟
にとって重要である。 ビル老人は,ア クタン島と近 くのアクン島の地名に詳 し
い。アクン島は,夏 ・秋の鮭漁期のキャンプ地(実 際には,か なり恒常性の高
い半地下式住居を建てた村であったと言う.)と して,ま たアクタン島とアクン
島の間の海峡は,海 獣(特 にオッ トセイ)の 南下ルー トとして重要であった。
更に東方,ア ラスカ半島に接するウニマク島も海獣猟の狩猟地であった。
このように狩猟のため海上を遠 く出かける時に海岸線の地名と地形は,生 死
に関わるので重要である。また,海 岸の崖に登って行なう鳥の卵採集(uxch雌
ツノメ ドリなどは,成 鳥の羽を服の飾りとした)の ためにも地形を知る必要が
あった。それで子供を舟に乗せて行き,あ る場所で下ろして村まで歩いて帰 ら
せ るという訓練をしたそうだ。
5.海 獣の分類と生態
トド,ア ザ ラシの生息数 は,ア リューシャン列島海域 に特 に多 く(以 下 の数
字 は,Rearden1981に 依拠 す る),ア ザ ラシ(Harbor(hair)sea1)は,
1卯2年 の原住民以外 の狩猟を禁止 した年の統計 によると,ア リュー シャン列島
が,125,000頭 で,コ デ ィア ク島の3,500頭 を大 き く引 き離 して い る。 また ト
ド(Stellersealion)は,ユ972年同統 計 でア ラス カ 全体200,000頭 の うち,
列島 に約50,000頭,列 島内で は,ア クタン島 に最高数の15,700頭 が生 息 して い
る。 オ ッ トセ イ(Northernfurseal)は,プリビロ フ諸 島 で世 界 全体 の約
80%が 繁殖 し,10月,11月 に列島を通過 して南下す る。 ラッコは,1867年 アラ
スカ購 入時 に は,600,000か ら800,000頭 の 間 と推定 され,1973年 統計 で は,
100,000か ら125,000頭 の間 で,列 島 を中心 に生 息 して い る。
生息数が 多 く狩猟対象 ともな ってい るこれ らの海獣の名称 を調べ た ものが表
7で あ る。海獣 は,3節 に述べ たように陸獣 と区別 され る時にala念umalgaa
と呼 ばれ,鯨al拡 を除 いた海生哺乳類を指す ことが多 い。 海獣名称には,表
7の 他 にセイウチ(Walrus)amgaad櫨が あるが,列 島では,時 々,時 化 や風
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表7海 獣の名称
総 称称 下 位 語
qawa窯 ト ド qawatx鼠 雄の中で最大の もの
ugina弐 雄
xulstaaka父(R.)未 婚雄
qawamayagaa雌
qawaad誠 仔
iSU父 ア ザ ラ シ ungimkangansigaa雄の 中 で 最 大 の もの
isugimaliga雄
isu言imayagaa雌
isugaad盛 仔
laaquda又 オ ツ ト セ イ'aataax雄
xulstaakaま 未 婚 雄
laaqudamayagaa雌
laaqudaad磁 仔
chngat雌 ラ ッコ chngatumayagaa雌
chngatu皿ciidaa仔
向 きの関係で流氷 に乗 って現 われ る以 外に見かけないそ うだ。 アクタン島の古
老は,狩 猟 しなかったのではないか と言 うが,「 セイ ウチ の牙」 を意 味す る語
tumg誠 が存在 し,伝 統的狩猟帽子(chagud誠)の 装飾 と して利用 されてい る
こ とか ら,以 前 は,ア ラスカ半島部まで狩猟に出かけたか,交 易で手 に入 れた
ものか と思 われ る。
海獣 の中で最 も多 く狩猟 され,食 糧 ・材料 と して利用 され たのは,ト ド,ア
ザ ラシ,オ ッ トセイで ある。 ラッコは,伝 統的な狩猟対 象獣でなからたようだ。
ロシアの毛皮交易に ラッコ猟 が始 まったと言 う。 その事 は,ラ ッコの名称が,
chnga-tu一 文(chnga-「 毛」-tu-』 「多い」一 即ち 「毛の多 い もの」)と い い,
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二次的な派生名称であ ることか らも窺 え る。 また,ビ ル老人 の伝え る民話 とし
て 「い とこ同志 の二人 の男の子が いた。 ある日,海 で東西 に分かれて泳いでい
たが,二 人共 自分達の島 に帰れな くな り,気 づいてみ るとラッコになって いた」
とい うラッコの先祖が人 間だ と言 う話があ り,人 間 が先祖 なのだか ら狩猟 しな
か ったと言 うし,ロ シア時代 に も毛皮を とって も肉は食用に しなか った と言 う。
表7の 下位語の欄を見 ると,ト ド,ア ザ ラシ,オ ッ トセイに雄成獣 を表わす
特別な語があ るのに気づ く。『ト ドの最大 の もの は,qawatx塗 と言 い,雄 は
u暫n醜 で,若 くハー レムを持てないものは,xulstaak櫨(ロ シァ語xo皿ocT皿
か らの借用で,ア リュー ト伝 来の名称 は不 詳であ る)と 呼ばれ る。 オ ッ トセイ
も同様に,雄 成獣がaataaxと 区別 されてい る。 アザ ラシの雄成 獣は,isugim
aliga「 アザ ラシの雄」 以外 にな く,最 大 の もの を特 にungimkangansigaa
(「男根 まで一 ひろの長 さ」)と い う。
雌 は,分 析的 に二 語で,ayaga一 を用 い 「～ の雌」 と表現 され る。 トドの
幼獣養育期 の雌 は,授 乳で脂の乗 った胸 肉 が賞味 され るので,特 にumch憾
(umchu-「 吸 う」)と 呼ばれ る。
幼獣 は,ト ドをqawaad櫨,ア ザ ラシをisugaad謡,オ ッ トセイ をlaquu-
daada支 と言 い,共 に 一(a)ad醜 とい う指小 辞を接 尾す る。一方,ラ ッコは,
その幼獣 をchngatuud誠 と言えず,chiid醜 「海 ・陸獣 及 び鳥 の子供」 を用
いて表現す る。 アクタン島で得 られ なか った資料で,更 に細分 した分類が,ア
トカ方言(Bergsland1980)に み られ,ア ザ ラシ1歳 未 満 で母獣 の元 を離 れ
たばか りの ものchaga1派,二 歳 の ものalgimchng櫨inat孟(「二 回 目の毛
変 り した もの」)が ある。
鯨 の名称 は,表8に 掲 げて あるが,情 報提供者 の老人 たちに も伝統的狩猟の
経験がなく,特 にアクタン島には,20世 紀初頭 ノルウェー人が捕鯨基地 巻設 け,
古老達 も若い頃,近 代設備の捕鯨船で働いていたのでア リュー ト伝統 の捕鯨 に
関す る情報は少なか った。 また鯨 の名称 も,性 別,年 齢別 の区別 があるか どう
か確 認で きなかった。
海獣の身体部位名称は,ほ とんど人間 の身体部 位 名称(詳 細な研 究 として
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表8鯨 の名称
総 称 下 位 語
ala父鯨 um含uli衆 しろながす鯨 嗣
agdagi窯 まっこう鯨
alamax 座頭鯨
唱
mangiida父 ながす鯨
a奮lu父 號
kulama玄 せみ鯨
agama衰chixいわし鯨
alaadaま イ ル カ
Marsh&Laughlin1956があ る)と ほとん ど同 じで(毛 皮igluq謡 は別 に
して も)ア ザ ラシの前 ひれ足 は,chakixで,cha-「 手」 と同 じ,後 ひれ足は,
kitakixで,kita-「 足」 と同 じであ る8,。 ア リュ ー トの解 剖 語彙 は,精 緻 を
極め た もので,海 獣 と人間の比較 も行なわれた と見え,対 応す る器官 を同 じ名
称で指 して いる。 この知識は,古 く死体を ミイ ラ化 した葬制 の習俗に も関係 し
て いて,ミ イラのための解剖 と海獣解体の 日常的実践が相乗 的に働いて 詳細 な
解剖知識 を代 々伝承 させ る結果 となったと思われ る。
6.皮 舟 と狩猟具
6.1.皮 舟
舟に関す る語彙は表9に 掲 げ る他 に,ay舶as塗 とsun櫨 があ る。ayねas愉
は,ay舶 一「海上 を進む」 か ら派生 した 「海上航行 に使 うもの」 の意味 で,舟
の総称 と して用 い られ る。sun櫨 は,ロ シァ語cyπHOか らの借 用語 で帆 船,
汽船 の外国船 を指 して使われ る。
ア リュー ト伝来の舟 は,い ずれ も皮張 りで,ト ドかアザ ラシの皮(igluqa幻
を3～4枚 縫 い合わせて作 った。流木で枠組みを作 るの は男の仕事で,海 獣皮
8)cha-kix,kita-kixの一kixは,双 数 形で2本 の ひ れ足 を 指す 。
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を縫 うのは,女 の仕事である。特に
女性が裁縫する時には,身 体を洗い
浄め,髪 を洗って束ねて仕事 をし
た。髪の毛が縫い目に入 らないよう
にするためである。また野草など陸
で とれた草が縫い目に入るのも嫌っ
表9皮 舟の名称
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iqa父/iqaada玄 一 人 乗 り用 カヤ ック型
uluxtaadax二 人 乗 り用
ulu動a1きuま 三 人 乗 り用
た。 このタブーを破 ると海獣 は,髪 の毛や草を嫌 って狩猟者を近づけない とさ
れ た。
皮舟 のiq櫨,.ul櫨t謡 は,カ ヤ ック型で図版5に あ るよ うに 甲板部 分 も皮
張 りである。これ らは海獣猟 ・捕鯨 に用い られ た。三人乗 りのu1櫨ta19憾 は,
狩猟 よ りも人の運送手段 と して使われ,鮭 漁な どで家族で近隣の島に行 く時や
宣教師 を乗せ る時に使われた と言 う。 ウ ミヤ ック型 の,舟 底 にだけ皮 を張 った
オー プ ン・ボー トのn鼠al盛 は,ア クタン島では,猟 に用いなかった と言 う。
プ リ層ビロフ諸島で は,現 在 も流木集め,石 炭運送に用いているのだそ うだ。
このカヤ ック型 とウ ミヤ ック型の区別 は,罹 の形 状 ・種類 の違い と対応 して
図 版5カ ヤ ッ ク(iqaada幻 を 漕 ぐ ア リュー ト
UniversityofWashington,Seattle.EdwardW.AllenCo11ection.
Morgan1980:"TheAleutians"よ り転 載
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表10擢 の名称
擢 の 種 類 関 連 動 詞 用 途
aqadguus量 片 車 権
angaguusi玄 両 車 擢
iqagi一 片 車 擢 で 漕 ぐ
anga§lu一 両 車 権 で 漕 ぐ
iqa窯 とuluxta父 に用 い る
qisngiisi文 舵
nu£aas量 オ ー ル
qisngi一 舵 を取 る
nugaada一 漕 ぐ
ni£ala玄 に用 い る
吟る。表10に あるよ うに 「車擢」 はカヤ ック型皮舟に使われ,オ ール と舵 がウ
ミヤ ック型皮舟 に使 われ る。更 に,車 擢 には,片 車 と両車があ り,そ の用途 の
違 いは残念 なが ら不 詳で あるが,・関連動詞 にも片車罹 と両車擢 に区別が見 られ
る。
表11に 掲げた ものは,ア クタ ン島で得 られた皮舟 の部分名称で ある。舟首の
形状は,図 版5の よ うに,二 股状 に裂 けた形 が特徴 的で,ア トカ方言(Bergs-
land1980)で は,changixは,舟 首全体 の他 に裂 けた二股 の上部 のみ を指 し
て も使われ,そ の時,下 部の名称 は,iiguya憾 と言 う。 これ は,ラ ッユが海
上 に,背 を下に して浮かんで食餌 ・授 乳す る時の姿勢で,顔 の前 に前足を もっ
表11皮 舟の部分名称
cha皿gix
ukanga£
chuni父
unmaxikix
agdangin
kil含ingin
ulu宜
suka皇 ,
chudgusingin
axtUUSIX
舟 首
舟 尾
竜 骨
舷 縁
甲板上の肋材
舟底の肋材
乗り口
乗り口の防水胴衣
防水胴衣のひも
防水胴衣のひもで背中から肩に斜めに縛るひも
アリュー トの海獣猟と語彙(大 島) 69
て くる姿 を模倣 したと言 われて いる(Laughlin1981:p.34)。竜骨 のchun逡
が 「背骨」,肋 材のagd欲 が 「肋骨」 であるの も舟 を ラッコ と見たて て い る
ことと関係 があ ると思 われる。
皮舟 の乗 り口には,防 水胴衣が 装備 して あ り,図 版5の よ うに狩 猟者 は,
オッ トセ イの腸膜で作った防水猟衣の上下服(chigdax双 数形)を 着てフー ド
を被 って,更 にその上 に木製狩猟帽chagud醸 を被 って乗 る。 乗 り口の囲 りの
胴衣(suka幻 を胸 まで 引き上 げ,周 囲 の紐chudgusinginを 縛 って しぼ る。
更 に胴衣 の紐axtuus派 を肩か ら胸元へ たす きにか けて,胴 衣が下が らぬよ う
にす る。 こうす れば,完 全 な防水 がで き,乗 り口か ら船体内 に水が入 らな くな
る。この船体内部 には,水 入 れのtaangadguus派 を常備 し,ま た解 体 した獲物 ・
魚 を入 れる。 また,甲 板上に は,ト ドの 胃袋で作 った浮袋anikaas疎 を置 く。
枠木 の材料 である流木の スギ(lalu幻 と皮の ため に舟 の重 量 は軽 く,獲 物 の
運搬 も水 の浮力 を利用で きるので,陸 上 に比べて重い物を一 度に運べ るとい う
利点が ある。
a2.狩 猟 具
ア リュー トの狩猟具の特徴 は,獲 物 に刺 さると錆先が中柄か らはずれ る離頭
鈷 と,錆 の投て き距離を伸ばす投槍板(図 版7)で あ る。 全ての海獣に この鈷
図版7鈷 と投槍板
へ,
ノ 、
?ー
一B一
口
D
C
イ
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表12錺 の名称と製作
イ.as文u衰 投槍板 A:人 差し指 ・中指 ・薬指の3本 の指幅
ロ.at父uま 人差し指を入れる穴 B:同 上
ハ .igl醜 錆全体 中指と親指を広げた長さに親指の第C=一関節までの長さ
二 .agada弐 柄 D二 人差し指と親指を広げた長さ
ホ.tumg誠 中柄 E=顎 か ら人差 し指の間
へ .saxsi父 曲がった鑛 F:人 差 しと親指を広げた長さに第2関
節を折り曲げた人差し指と親指の間
ト.ayaquuda量まっす ぐな鍛 の 長 さ。
が使われた。ただ錆先 の鍛が獲物 によって異 なってい る。 ラッコに は,鍵aquu-
d謡 と呼 ぶ ま っす ぐな鍬,オ ッ トセ イ,ア ザ ラシ,ト ドに は,曲 が った 鎌
(saxs愉 また は,saxsiida£)が 使われ る。 このsaxs塗 は,海 獣が 海 を潜 っ/
た り浮いた りして進んでい る時 に有効 で,射 たれ た鈷 は,一 度海 に潜 って海上
に浮 きあが り,海 獣の動きに合 わせ るよ うに して獲物 を仕留 める。 この他 に,
石製(海 獣用鍛 は骨製)の 鍬chungulumsaxsiida船i含iiがあり,戦 争 に用 い
られ た。
投槍板as父 雌 は,ig1戚(錆)の 柄 頭 を,板 の中 央の 溝 に当てa臆 憾 に
人差 し指 を入れて肩 の後方 まで腕 を伸ば して投げ る。 こうして腕の振 りを大 き
くで きるので最大約45mも 投 げ ることができた という。a醜 雌 は,時 に失な う
ことがあ るので,ア ザ ラシの腰骨 を予備 に舟上 に積んで お く。
名称 につ いて言 うと,指 を入れ る穴 は,a城 嘘 と呼 ばれ,「 指」 の 意味 で,
鈷の中柄のtumg盤 も 「牙」 の意味であ るのが,特 徴 的であ る。 この他 にas一
舶 父 の表の赤色(図 版6参 照)は 血 を表わ し,裏 の黒色は,海 獣の毛色 を象徴
した ものだ と言 う。
この鈷 と投槍板 の製作 は,表12のA～Fに あるように製作者 の腕 ・指を使 っ
て計 るので極めて個人的な所有物で あり,他 人 は使 うことがで きない。ア リュー
トは,冬 に集 まってす る賭 け事が好 きだ った。 トドの指関節 をサイ コロに して
行な うmaq欲 というゲー ムで は,皮 舟か ら家 まで賭 けることがあ るが,こ の
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錆だけは,製 作者本人 しか使えないので賭けることはなかったと言う。
6.3.狩 猟活動
皮舟 と鈷の組み合わせで行なう海獣猟活動をアザラシ猟を例にして概観して
みる。アザラシ猟は,数 双のulu計aad櫨(二 人乗り)で 行く。 これは,特 に
嵐に襲われた時,舟 を結びっけることで難を逃れるのに便利だと言 う。ulu匁
taad欲 に乗るのは,父 と子または,叔 父とおいの組み合わせで,agitaad誠
(パー トナー)と 呼び合 う。前に乗 るのは,熟 練者で,後 部 に乗 る者 は,
ukaatx塗 と呼ばれる。獲物を見っけると,罹 を上げて知らせる。すると他の
舟が遠巻きにして,最 初に見っけた舟の前の座席の者が一番錆を射っのを待っ。
後席の者は,舟 が揺れないように権で舵を取る。二番鈷は,同 じ舟の後席の者
が射っ。その錆 も失敗す ると他の舟の者が鈷を射ってもよい。錆が刺さると,
鑑が抜けて,綱 のついた鎌が海中へ引きずり込まれるが,息 をする度に鎌が体
中に深 く食い込むので,ア ザラシは息苦 しくなって水面に浮かぶ。それを棒
(anax)で 頭部を打って絶命させる。解体は,岩 礁が近 くにあれば,そ こまで
獲物を運んで行なう(図 版8参 照)。解体 した肉 ・骨 ・皮などは皮舟の中に入
れて,更 に猟を続けるために獲物を追う。
この舟の操作 ・鈷うちは,全 て坐って両足を伸ばした姿勢で行なう。 このた
めに,生 まれたばかりの子供の足を膝の所で皮ひもで縛り,足 を伸ばしたまま
の状態にしておくと言う。また,遊 びの中にも鈷うちが取り入れられ,図 版9
のayaqumalgaa「 投矢の海獣」の標的に3本 の矢羽のっいた鯨骨製の投げ矢
ayaq雌 を投げ合 う。 この標 的の中央の点 と線(赤 は血の色の象徴である。図
版9参 照)が 高い点数である。この標的をお互いの右隣に吊るし,競 技者が向
かい合って両足の膝を伸ば した状態で投げ合い,点 数の高さを競 う。向かい合
く
っているので相手にあててはたいへんなので,真 剣なゲームだと言 う。また錆
うちの訓練は,若 者が舟の後席に坐っている間の2年 間,毎 日家の外で何時間
も投げる訓練をし,初 めて前の座席に坐り,一 番鈷をうたせてもらえると言 う。
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7.結 語
ア リュー ト伝統の海獣猟活動と語彙を3節 か ら6節 までに見てきた。3節 で
は他の生業活動である漁掛 とその語彙 とを比較 し,漁 携が漁具 ・漁法に基づい
て区別されているのに対 して,海 獣猟は,道 具 ・技術的に区別されていない(6
節参照)と 言うことがわか った。海獣猟の中で も捕鯨は,語 彙的にも区別されて
いると思われる。4節 では,民 間暦を取り上げ,一 年が基本的に夏と冬の季節に
分割されていること,月 の名称に狩猟の出産 ・養育から狩猟期までの知識が盛
り込まれていることが指摘された。更に,方 位 と風の名称の間には,密 接な関
係があり,方 位は,海 上生活において,重 要性をもつので,四 方位以上(ア ク
タンでは,七 ないし八方位と考えられる)の 体系となっている。5節 では,海
獣の名称を扱い,雄 成獣に特別な名称が見られること,海 獣と人間の解剖用語
が同 じであることに特徴がある点を指摘した。6節 では,皮 舟の分類 と,構 造
を示す部分名称をみた。また,離 頭錆の製作と部分名称を掲げ,錆 と投槍器が
極めて個人的な所有物であることが指摘された。また6節 では,ア ザラシ猟を
例に狩猟行動を概観し,皮 舟操作,鈷 うちの訓練がゲームの中でも行なわれる
ことを見た。
このようにアリュー トの海獣猟は,ア リュー トが海上での生業活動を有効に
するため,道 具 ・技術の面でも,海 獣の形態や隼態及び環境に関する知識の蓄
積 ・伝達の面でも,更 に狩猟技術の伝達やそれに伴う人間側の組織の面でもア
リュー ト文化の中で高度な発展を遂げた分野と言える。本論文で海獣について
の信仰や社会組織についての情報は断片的にしか触れられていない。 これらの
点については,今 後,語 彙構造の分析を中心とし,民 話や伝承を分析すること
で,更 に広 く深 い知見が得 られるであろう。
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図版1鮭 の乾燥 図版2オ ヒョウの乾燥
図版3オ ットセイの喉(長 靴を作る)
駆ジ/竪 議
図 版6ア リュ ー トの 猟 具
製作者の ビル老人は,数 少ないアリュー ト伝統民具の製作者である。
上より,海 獣用鈷と投槍板,左 右
にmii9誠 太鼓,下 は,狐 罠
kliisa父
図版8解 体中の トド
図 版9ア リ ュー トの 遊 び ・投 矢
(ayaqu幻 の 標 的
